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1は じ め に

水稲箱育苗における尿素の移植直前施用 (成分 5～ 8′

/籍を移植前日ないし当日に施用する方法, 以下「尿素
施用」という)は ,移植後好気象条件下では活着 初期生
育の促進に有効であるが,強い低温に遭遇した場合には葉

先枯れや枯死などの障害を生ずることがある。そこで,こ

の原因と安全施用限界について検討したので報告する。

2試 験 方 法

試験 I 低温条件下における尿素施用障害と苗質との関係
(1)供試苗 0供試苗質と育苗方法 : ①健苗 ;慣行の温

度管理を目安に育苗,② 不良苗五 ;硬化期45%し ゃ光,③

不良苗3;硬化期加温,④不良苗C;出芽期延長・硬化期
加温 2)品種 : ササニシキ (稚苗 )200′ /箱播き, 0
施肥量 : 基肥 ;各成分2,/箱 ,追肥 ,15葉期Nl″案 。
(2)尿素施用方法 成分 8′ /箱を移植前日(約 24時間諦
に粒状のまま施用した。

(3)低温処理 ステンレス製ボットに移植後,直 ちに人エ
気象室で4日 間処理したのち育苗ハウス内に移動した。処

理温度は,平均気温 97℃ (日 較差 120～ 67℃ )及び138

C(187～ 94℃ )の 2段階である。

試験I 低温条件下における尿素施用障害と尿素の施月量
施用時期との関係

(1)供試苗 1)供試宙質と育苗方法 : ①健苗 ;慣行の温

度管理を目安に育苗 (硬化期平均気温 147℃ ), ②不良苗

;硬化期加温 (硬化期平均気温 199℃ ), "品種・基肥量

は試験 Iと 同じ(無追肥 )。

(2)尿素施用方法‐ 成分 5, 8,157/箱 を移植前日(約
24時間前 )と 当日(3時間以内 )にそれぞれ施用した。

(3)低温処理 本田とポットで試験を実施した。本田では
移植後 6日 間の掛流し処理とした。ポット試験では移植後

人工気象室で8C(日較差なし)4日間の低温処理を行い,
|.Ft理後ハウス内へ移動した。

3 試験結果及び考察

1 低温条件下における尿素施用障害と苗質との関係 (試
験 I)
尿素施用による障害は,移植後 97℃ 4日間の低温処理

によって多発するが,苗質による差が明らかに認められ,

硬化期間違光や加温処理をした不良苗で著しい。処理温度

が138Cと 比較的高いと障害は少なく,苗質の差も出にく

い(図 1)。 以上から,硬化の良否が重要なポイントと考
えられる。苗の形質としては,乾物重,乾物率,乾物/草

丈の大きいものが障害を受けにくいようにみうけられた。
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2 尿素施用による苗窒素濃度の増加と障害発現様相
苗窒素濃度は尿素施用後24時間のうちに急激に増加し,

以後も漸増する(図 2)。 苗窒素濃度の増加程度を部位別
にみると,第 2葉身 (先端部が最高 ),第 1葉身,茎など

で大きい (図 3)。 一方,尿素施用の障害は稚苗を例にと
ると,活動中心葉である第 2葉先端部の枯葉として現われ

る。障害が強いと中央部から基部まで枯業し, さらに強い

と第 1葉身,茎の順に枯死する。このように障害発現順序
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図 2 尿素施用による苗窒素濃度の経時変化
(成分 53/ ,ヽ昭 53)
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図 1 苗質及び低温処理と尿素施用障害との
関係 (昭 5,移植後 16日 目調査 )
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図 3 尿素の移植直前施用苗鮨 苗)の部位別
N濃度分布 (昭 55)

は部位別窒素濃度の増加順位とはぼ一致する。圃場での枯

葉は移植後 4～ 5日 頃から観察され,前徴として葉先が巻

くことが多い。また,枯死は移植後10～ 14日 頃から発生し,

m日以上経過してから枯死する場合もある。

枯葉や枯死の原因としては,尿素施用により短時間のう

ちに多量に吸収された窒素が,移植後の低温下では未同化

のまま稲体に蓄積されるためと考えられるが,窒素の吸収

形態や代謝についての詳細は不明である。

3 低温条件下における尿素施用障害と尿素の施用量 施
用時期との関係 (試験■)

前日施用 前日施用 当日施用

図 4 尿素の施用量・施用時期と尿素施用障害との関
係 (昭 55)

注.移植後10日 間の気温

本 田 ;平均気温 130℃  最高気温 192℃
最低気温 68℃

ボット;4日 間8℃ an処理後育苗ハウス (平均気
温推定 148℃ )

(1)本田における結果 ①健苗 ;前 日施用では8夕 /箱以

上の施用で障害が明らかに認められるのに対して,当日施

用ではいずれの施用量でも乾物重の増加がみられる。枯死

は前日施用,当日施用ともにみられない。②不良苗 ;健苗

に比べて障害程度が明らかに大きく,施用時期や施用量に

よる差も明瞭である。すなわち,当日施用では施用量に伴

って枯死率が増加するものの, 5～ 8夕 /箱施用で乾物重

の増加がみられるのに対して,前日施用ではいずれの施用

量でも障害が著しい (図 4)。 なお,結果に一部ばらつき

がみられるのは,掛流し期間の水温むらの影響と思われる。

{2)ポット試験における結果 低温処理が厳しいことから,
これに対応した結果となっている。すなわら,不良苗では

前日施用,当日施用ともに尿素施用による障害が著しく,

健苗でも前日施用では明らかな障害が認められる。枯死が

わずかで,しかも乾物増加が認められるのは健苗に対する

5′ /箱当日施用だけである。8夕 /箱当日施用は乾物重

の増加がみられるものの枯死率も高い (図 4の右 )。

4 尿素の安全施用限界について
以上の結果から,移植後の低温条件下においても障害が

なくかつ効果の期待できる尿素施用方法としては,硬化を

充分に行った健苗に対して尿素成分 5,/箱当日施用とす
るのがよいと考えられる。ここで,この施用基準がどの程

度の低温条件まで適用できるかが問題となるが,尿素施用

による障害は平均気温が同じでも,日較差の大小,低温が

連続するか杏か,低温出現日の早遅などで異なり,さ らに

水温にも影響されると考えられ,単純に示すことが難しい。

しかし,試験Iをはじめ過去 3年間の尿素施用試験におけ

る移植後の気温を比較した結果,一応の目安を示せば,移

植後10日 間の平均気温が126～ 133℃ であれば,この間10

℃前後の低温が数日連続しても障害がなく,かつ効果が期

待できるものと考えられる。

55

N 45

%~ 35

25

ウス)

(%)

4 ま め

1水稲箱育苗における移植直前の尿素施用による障害は

移植後強い低温に道遇すると発生する場合があるが,障害
の程度は苗質,施用時期,施用量で異なり,軟弱徒長苗な

どの不良苗への施用や前日施用で顕著である。

2障害発現の原因は短時間のうちに多量に吸収された窒素

が低温下で未同化のまま稲体に蓄積するためと考えられた。

3硬化を充分に行った健苗を対象に,成分 5′ /箱当日

施用 (移植 1～ 3時間前 )であれば,かなりの低温下でも

効果が期待できる。限界温度を単純に示すことは難しいが,

移植後 10日間の平均気温が126～ 130℃ 以上であれば,そ

の間10℃前後の低温が数日続いても問題ないものと考えら

れる。


